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Abstract
Since April 2018, laws and regulations on kindergartens, nurseries and childcare facilities have been
revised and enacted simultaneously, constituting a major turning point for infant care and education in
Japan. Childcare workers’ expected roles and qualifications have diversified, leading to greater work
responsibilities. Daily, childcare workers reflect on their own work to develop their expertise and im-
prove the quality of childcare. After self-evaluation, they share their insights with fellow members of
staff, striving to make improvements and link them into subsequent practice. To conduct an objective
evaluation, it is necessary to take records. However, in modern society, many people, including stu-
dents aspiring to be childcare workers, lack competence in writing and record taking. Therefore, the
author has been executing initiatives on an ongoing basis to provide students experience in taking ob-
servational records as well as to foster an understanding of the importance of this prior to training. In
this paper, I clarify the importance of records and evaluation at children’s facilities on the ground. In
addition, I report on and consider this effort in guidance, along with its outcomes.












































































































































































































































































































































図4 記録の修正（3歳児） 図6 記録の修正（4歳児）①
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ころがあったものの，経験を重ねるうちに，次第に
「何故この子はこのような態度をとったのだろう
か」「この時の子どもの気持ちはどうだったのだろ
うか」というように，活動から見えてくる子どもの
心の内面を考えながら記録を取る姿が見られた。ま
た保育者のかかわりについても，初めのうちは，た
だ言葉かけや対応そのものを捉えた記録であったも
のが，その言葉かけや援助にどのような意図が含ま
れているかという点を考えながら留意点や配慮点を
加えて書けるようになり，観察の視点や記録するポ
イントが明確になり，少しずつ成長が見られるよう
になった。
4‐3．「観察記録」「実践記録」の実例と成果
図9～図14は2人の学生（学生Ａ）（学生Ｂ）の
3，4，5歳児の記録の実例である。なお，どちら
も同じ条件下で記録を取っている。太線で囲んでい
る箇所は，修正箇所であり，実際には朱筆になって
いる部分である。
①学生Ａの記録（図9～11）
図9は3歳児の記録であるが，全体的に抽象的な
表現が目立つ。特に「環境の構成」の欄からは最初，
保育者と子どもの位置関係や準備物しか読み取るこ
とができず，本人もあとから保育室や運動場の環境
図を図示し加えている。「子どもの活動」の欄や「保
育者の援助・留意点」の欄についても，映像から読
み取れる範囲で，ありのままの状態が忠実に記載さ
れている。図10は4歳児の記録である。3歳児の記
録を踏まえ，「環境の構成」については，具体的に
図示するなど工夫していることがうかがえる。「子
どもの活動」の欄については，活動の流れを羅列す
るのではなく，その時の子どもの状況が見える形で
の記載になっている。「保育者の援助・留意点」の
欄については，単なる「援助する」という表現では
なく，子どもが今置かれている状態を踏まえてどの
ような援助が行われていたかに視点を置き，「子ど
もが～できるように援助する，言葉かけする」など
の表現が見られるようになった。図11は5歳児の記
録である。どの欄を見ても具体的・詳細な記録とな
り，事実の記載に終わることなく，その行動や言葉
の中にある子どもの思いや，保育者の対応の意図を
くみ取って記録を取ることができるように変化して
いる。下線（筆者加筆）については，子ども同士で
トラブルが起きた時などに，対応する保育者の配慮
について記録された部分である。初期のころの記録
と比較すると，子どもの葛藤に寄り添う保育者の姿
から具体的な保育者の意図を読み取り，それを記録
に明確に反映することができるようになった。これ
は，この学生の大きな成長と考えてよいのではない
だろうか。
②学生Ｂの記録（図12～14）
この学生の記録については，取り組みの最初の段
階から非常に記録の視点が明確であり，第三者が読
んだときにその状況がわかりやすいものになってい
る。「環境の構成」，「子どもの活動」，「保育者の援
助・留意点」などすべてにおいて，具体的かつ詳細
な表現が用いられており，記録から子どもや保育者
の思いが伝わってくる。4歳児の記録以降は，自分
自身が保育者になったつもりで，その立場からの記
載になっているのが特徴的である。「反省・感想・
考察」の欄には，映像を観ているのではなく，あた
かも子どもと一緒に活動しているようなリアル感が
あり，それぞれの場面において気づいたことや反省
図7 記録の修正（4歳児）②
図8 記録の修正（4歳児）③
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点，考察などが書かれている。今後は実習を体験す
ることによって，子どもと実際にかかわりながら，
映像ではなくその状況を自分の目で観察することが
できるようになることから，さらなる成長が予想さ
れ期待されるところである。
5．おわりに
「観察記録・実践記録の取り方」指導の試みにお
いて，ほとんどの学生の記録には段階的な変化が見
られた。しかしながら，その変化には個人差があり，
3回の記録がほぼ足踏み状態の学生もいる。そのよ
うな学生に対しては修正を行っている時に教室内を
巡回し，具体的なアドバイス等も行ったが，なかな
か改善されなかった。はじめに．で述べたように，
現代社会においては「書く」という行為そのものが
苦手であると感じている学生も数多くいるのが現状
である。スマートフォンなども急速に普及し，普段
の生活においては「書く」ことをしなくても特に困
るということがない。ただ，将来は子どもにかかわ
る職業を目指す学生たちであり，教育職・保育職に
就けば，「書く」「記録する」行為は必ず伴うもので
ある。そう考えると，学生にとってこの「書くこと」
「記録すること」については得意・不得意にかかわ
らず，一定のレベルまで達することが求められよう。
また，今回のワークについては，映像の中の子ど
もの姿や保育者のかかわりの姿を記録するというも
のであった。しかしながら現実はそうではない。観
察する対象は映像の向こう側にいるのではなく，す
ぐそばにいるのである。保育者は実際に子どもの中
に入ってかかわりながら，その表情や言葉，心の奥
にある気持ちなど，気づいたことを記録としてまと
めていくのである。これはさらに高度な課題となる
であろう。
6．今後の課題
今回「観察記録・実践記録の取り方」指導の試み
と成果について，学生の書いた実際の記録をもとに
その変化や成果を検討することができた。今後は，
この指導における学生自身の学びの評価について検
証したいと考えている。そのうえで，実際に「幼稚
園教育実習Ⅰ」に進んだ学生たちが，実際の保育現
場で記録を取ることによって学んだことは何かにつ
いて，学生の側からのアンケート調査結果を分析し，
段階を追った成果の検証を進めていきたい。
また記録の形式として，今回は時系列に活動の流
れをとらえて記述する方法で行ったが，今後は個人
記録やエピソード記録を経験させ，「子ども理解」
をさらに深めることができるよう働きかけていきた
いと考える。
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